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春と秋に祭事があります。農
耕や生活を守る水の神とし
て信仰されています。災いを
防ぐ守護神であり、雨乞いの
神としても敬われています。

●
大
鼠
蔵
山
の
概
略
図

アコウの木
＆小春稲荷

「大鼠蔵のアコウ」と
言われ、樹齢300年
以上の巨木として親
しまれています。幹の
うねり具合は大迫力！

楠木山古墳◉

加藤神社◉
権現神社◉

尾張宮＆
尾張宮古墳

◉

化
４
年
（
１
８
４
７
）
の

干
拓
、
昭
和
元
年
（
１

９
２
６
）の
干
拓
事
業
に
よ
り
、

八
代
海
に
浮
か
ぶ
小
島
が
陸
続

き
と
な
り
ま
し
た
。
江
戸
期
の

絵
地
図〈
図
❶
〉を
見
て
み
る
と
、

現
在
の
鼠
蔵
町
に
流
れ
て
い
る

球
磨
川
は
な
く
、
八
代
海
に
浮

か
ぶ
島
で
し
た
。

　
今
年
（
２
０
２
６
年
）
は
、

こ
の
平
和
町
が
含
ま
れ
る
昭
和

地
区
の
入
植
１
０
０
年
（
昭
和

１
０
０
年
）
を
迎
え
る
節
目
の

年
で
も
あ
り
ま
す
。

治
時
代
か
ら
昭
和
ま
で
活

躍
し
た
、
官
僚
で
あ
り
民

俗
学
者
の
柳
田
國
男
が
発
表
し
た

論
文
『
鼠
の
浄
土
』
で
は
橘
南
谿

の
『
西
遊
記
続
編
』（
寛
政
７
年
（
１

７
９
５
）
よ
り
10
年
に
渡
り
出
板
）

を
紹
介
し
、
鼠
蔵
島
に
つ
い
て
考

察
し
て
い
ま
す
。
国
内
に
鼠
が
多

く
住
む
島
は
他
に
も
あ
り
ま
す

が
、「
一
ば
ん
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
の
が
鼠
蔵
島
」
と
の
記
述
が
あ

り
、論
文
の
冒
頭
に
登
場
し
ま
す
。

|
|「
肥
後
と
天
草
の
島
と
の
間
、

海
中
に
小
さ
き
島
あ
り
。
い
か
な

る
こ
と
に
や
、
此
島
に
は
鼠
昔
よ

り
お
び
た
だ
し
く
、
元
よ
り
小
さ

き
島
な
れ
ば
人
も
住
ま
ず
、
た
ゞ

鼠
の
み
な
り
と
い
ふ
。
こ
の
海
を

通
ふ
船
に
て
は
、
三
味
線
を
引
く

こ
と
を
船
頭
堅
く
留
め
て
許
さ

ず
。
も
し
此
辺
に
て
こ
の
禁
を
犯

せ
ば
、
必
ず
波
風
大
き
に
起
り
て

危
き
こ
と
あ
り
。
三
味
線
は
猫
の

皮
に
て
張
り
た
る
も
の
な
れ
ば
、

鼠
の
忌
む
故
な
り
と
ぞ
云
々…

」

|
|
こ
れ
は
鼠
蔵
島
を
指
し
て
お

り
（※

大
鼠
蔵
な
の
か
小
鼠
蔵
な
の

か
は
不
明
）、
三
味
線
を
弾
く
こ
と

は
も
っ
て
の
ほ
か
、
猫
の
皮
を

張
っ
た
も
の
だ
か
ら
鼠
が
嫌
が
っ

て
大
騒
ぎ
を
す
る
の
で
危
険…

と
、
鼠
が
棲
む
島
だ
っ
た
こ
と
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
元
の
人
の
話
で
は
、

死
者
を
葬
る
場
所
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
「
葬
送
（
そ
う
そ
う
）」
由

来
説
も
。
古
墳
が
多
い
こ
と
と
、

山
の
麓
に
は
墓
が
多
い
こ
と
か
ら

そ
の
よ
う
な
説
も
生
ま
れ
た
よ
う

で
す
。

大
鼠
蔵
山
と
小
鼠
蔵
山
は
、

干
拓
で
陸
地
化
す
る
以
前
は
海
に
浮
か
ぶ
島
だ
っ
た
！

弘

４
世
紀
半
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
古
墳
群
、大
鼠
蔵
山
＆
小
鼠
蔵
山
。

こ
の
ふ
た
つ
の
山
は
、昔
々
は
海
に
浮
か
ぶ
島
で
し
た
。

江
戸
時
代
か
ら
始
ま
る
干
拓
に
よ
り
、今
で
は
田
園
地
帯
が
広
が
り
ま
す
。

〝
鼠
蔵
〞と
い
う
不
思
議
な
名
前
を
持
つ
ま
ち
の
魅
力
を
、

新
た
に
紐
解
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

図❶：江戸期の絵地図（伊能忠敬『伊能図大全』参照）
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な
ん
け
い

明

『鼠の浄土』

柳田國男［1875-1962］

日本の近代における「日本民俗学
の父」と称される高名な民俗学
者。市井の「普通の人 （々常民）」の
生活や信仰、口承文学に光を当
て、独自の学問体系を確立した。

人
で
小
説
家
、民
俗
学
者
・

女
性
史
学
の
パ
イ
オ
ニ
ア

で
あ
る
高
群
逸
枝
（
１
８
９
４
―

１
９
６
４
・
宇
城
市
出
身
）
は
、
彼

女
の
自
伝
と
な
る
『
火
の
国
の
女

の
日
記
』
に
「
私
た
ち
が
落
ち
着

い
た
の
は
金
剛
村
弥
次
海
岸
だ
っ

た
」
と
書
い
て
い
ま
す
。
夫
で
編

集
者
の
橋
本
憲
三
と
共
に
東
京
か

ら
故
郷
熊
本
へ
向
か
い
、
現
在
の

鼠
蔵
町
の
漁
師
が
住
む
前
平
地
区

の
貸
家
を
住
居
に
し
ま
し
た
。
　

|
|「
家
の
近
く
に
は
、
四
、
五

軒
の
漁
家
や
、
砂
利
取
り
家
業
の

家
が
あ
り
、
突
堤
を
ま
わ
る
と
、

小
山
の
背
後
の
広
い
田
園
に
干
拓

農
家
が
点
在
し
て
い
た
。
家
主
は

小
島
末
次
郎
さ
ん
。
こ
の
人
は
昼

は
本
家
の
小
島
地
主
家
で
は
た
ら

き
、
夜
は
地
主
の
妹
の
夫
人
と
と

も
に
こ
の
家
に
き
て
泊
ま
っ
た
。

民
謡
の
上
手
な
歌
い
手
で
、
私
た

ち
は
そ
れ
を
ふ
す
ま
ご
し
に
き
い

た
。
あ
た
た
か
な
、
正
直
な
心
の

人
た
ち
だ
っ
た
。」|
|

　
逸
枝
は
こ
の
地
で
身
籠
っ
た
の

ち
、
ま
た
も
や
上
京
。
東
京
で
臨

月
を
迎
え
ま
す
が
、
子
ど
も
は
死

産
と
い
う
悲
劇
が
襲
い
ま
す
。
鼠

蔵
町
で
の
生
活
は
８
か
月
と
い
う

短
い
期
間
で
し
た
が
、
そ
の
間
の

執
筆
は
精
力
的
で
、
長
編
詩
や
短

編
小
説
を
数
多
く
生
み
だ
し
ま
し

た
。
評
論
家
か
ら
「
漢
文
古
文
の

能
力
が
突
出
し
て
優
れ
て
お
り
、

４
千
冊
も
の
古
代
・
中
世
・
近
世

の
あ
ら
ゆ
る
史
料
を
読
破
し
て
書

か
れ
た
高
群
史
学
を
検
証
す
る
作

業
は
、並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
」

と
言
わ
し
め
る
ほ
ど
。今
改
め
て
、

彼
女
の
残
し
た
作
品
に
触
れ
て
み

ま
せ
ん
か
？

詩

『火の国の女の日記』

高群逸枝［1894-1964］

詩人、民俗学者、「女性史学」
の創設者。日本古代には女性
中心の「母系制」社会が存在
したことを実証し、日本の女
性史研究の基礎を築いた。

■鼠蔵町周辺エリアの
　　　　干拓の歴史分布図
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◉

大鼠蔵古墳群
楠木山古墳

アコウの木
＆小春稲荷

上組エリアの農家組合で祀ら
れたもの。毎年4月4日が例祭
で、神事後は花見をします。

鼠蔵町全体で祭りを行います。
当初は農耕馬の供養として
祀っていましたが、現在は交通
安全祈願の色合いが強くなり
ました。3月4日が神事。毎日近
所の方がお茶を、1日と15日に
は酒と花をあげています。

標高35.3ｍ・東西200ｍ・幅100ｍの小山。5
基の石棺があり、小型横穴式石室に見える箱式
石棺があります（※現在、山には入れません）。

球磨川の河口付近にある標高46m・東西400
ｍ・幅100～170ｍの小山。4世紀から6世紀
にかけて造られた多くの古墳群が残る、歴史的
にも貴重な場所です。

馬頭観音
〈下組〉

金剛
（皇后）島

こごう 鼠蔵町を流れる球磨川にある
島。漁師さん達により金比羅＆
恵比須さんが祀られています。

4世紀後半につくられた八代
最古の古墳。県内でも最も古
い前期様式として知られ、遺体
を埋葬した石室は竪穴式。小
高い丘にあり大鼠山の頂上付
近。素晴らしい眺望です。

個人の方が病気平癒の
ために造った神社。

尾張宮大明神
が祀られる神社
の下にある横穴
式石室。内部は
赤く塗られ、同
心円文が3個彫
られているそう。

敷地内には土俵があり、奉納相撲が
行われていました。以前は「女相撲」
に加え、「青年相撲」には植柳や二見、
天草からも参加があったそう。

土俵↑

大
鼠
蔵
山

小鼠蔵山

水面を堤防で囲って排水
し、海底の肥沃な土地を農
地として利用すること。八
代平野の3分の２は江戸時
代から行われてきた干拓に
よって生まれた土地で、全
国屈指の干拓地として知ら
れています。

干拓とは…

天保13年（1842）▶葭牟田干拓［100ha］
安政 2 年（1855）▶三江湖新地干拓［78ha］
昭和28年（1953）▶金剛干拓［255ha］

町の境界線
鼠蔵町内の
区分境界線

昔々は
島だった!

馬頭観音〈上組〉

江戸時代に干拓
昭和時代に干拓
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◉5月19日 ▶ 龍神宮春の例大祭
◉8月14日 ▶ 鼠蔵町夏祭り
◉9月24日 ▶ 加藤神社秋の例大祭
◉10月19日 ▶ 龍神宮秋の例大祭
◉12月24日 ▶ 加藤神社願解き
◉1月24日 ▶ 加藤神社願掛け
◉3月15日 ▶ 尾張宮春の例大祭

蔵
町
の
女
相
撲
は
１
５
０
年
前
に

始
ま
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
き
っ
か

け
は
新
地
干
拓
に
あ
り
、
干
拓
は
潮
が

引
い
た
時
を
狙
っ
て
堤
防
を
造
る
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
工
事
が
非
常
に

難
し
く
、
人
柱
を
立
て
る
こ
と
も
あ
っ

た
ほ
ど
で
し
た
。
し
か
し
、
人
柱
ば
か

り
で
は
問
題
が
あ
る
の
で
「
女
相
撲
」

を
奉
納
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
女
相
撲
は
二
世
代
で
途
絶
え
ま
す
が
、

昭
和
44
年
に
復
活
。
加
藤
神
社
に
電
灯

が
つ
い
て
１
０
０
年
目
と
な
る
『
百
年

祭
』
の
催
し
で
前
平
の
上
組
で
復
活
さ

せ
た
そ
う
。
復
活
当
時
、
女
力
士
は
30

〜
40
歳
代
の
11
名
。
そ
の
後
、
日
奈
久

温
泉
神
社
で
植
柳
下
町
の
女
相
撲
の
組

と
対
戦
し
て
一
躍
有
名
に
な
り
、
テ
レ

ビ
で
も
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
63
年

の
時
点
で
宮
川
ハ
ツ
エ
さ
ん
（
写
真
後
列

中
央
）
が
三
代
目
の
横
綱
に
。
し
か
し
、

平
成
16
年
（
２
０
０
４
）
に
は
後
継
者

が
出
ず
、
メ
ン
バ
ー
も
高
齢
化
の
た
め

途
絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

鼠

岡 秀記さん（80歳）  マチコさん（80歳）

前平の漁師である岡マチコさん（前列左から3人目）は、
女相撲力士最後のひとり。「行司が宮川進さん（後列左
から2人目）、呼び出しは宮川さんの奥さん（後列右）でし
た」。 マチコさんの四股名は『若島津』。写真当時は30
代だったとのこと。ご主人の秀記さんも男相撲をしてい
ました。仲睦まじい二人は同級生です。

鼠蔵町の夏祭りはすべ
て町民の手作り！ ジャ
ンケン大会や盆踊り、サ
イダー飲みゲーム、スイ
カの早食い競争など、
地域が一帯となって子
どもから大人まで一緒
に楽しむお祭りです。

明治８年の高植尋常高等小学校は
翌年、高等科がなくなり「高植尋常
小学校」と改称され、昭和11年、「金
剛尋常高等小学校」となり、弥次分
教場、敷川地分教場と呼ばれていま
した。戦後の昭和29年、金剛村が八
代市に合併され「八代市金剛小学
校」と改称、弥次分校となりました。
弥次分校は3年生までで、４年生か
らは金剛小学校へ通います。木村茂
さんは「弥次分校は３年で卒業、金
剛小学校でも６年で卒業なので、卒
業式が２回ありました」と言います。

子どもたちに魚に親しんでもらうた
め、毎年金剛小の２年生を対象に【お
魚教室】を実施しています。町の漁師
さんたちが魚の種類や生態を教えた
り、魚料理をふるまったりします。

男相撲をしていた頃
の秀記さん。

鼠蔵町の子ども達が３年生まで通う   

金剛小学校２年生時に開催!!

か
ら
数
千
百
年
前
、相
模
の

国（
現
在
の
神
奈
川
県
付
近
）

で
戦
に
敗
れ
た
某
武
将
の
率
い
る

家
来
た
ち
が
傷
を
負
い
な
が
ら
も

や
っ
と
の
こ
と
で
鼠
蔵
島
に
た
ど

り
着
き
ま
し
た
が
、武
将
の
傷
は
治

る
こ
と
な
く
悪
く
な
る
ば
か
り
。そ

こ
へ
カ
ラ
ス
が
飛
ん
で
き
て
、交
互

に
水
島
か
ら
清
ら
か
な
水
を
く
わ

え
運
ん
で
き
ま
し
た
。早
速
飲
ま
せ

た
と
こ
ろ
全
快
。武
将
た
ち
の
常
食

の
中
に〝
白
飴
〞が
あ
り
、そ
の
後
も

武
将
は
こ
の
地
で
余
生
を
送
り
、葬

ら
れ
ま
し
た
。

　
明
治
初
期
、山
本
徳
平
さ
ん
が

開
墾
中
に
石
棺
を
発
見
し
た
日
の

夜
、妻
の
夢
枕
で「
我
は
尾
張
の
国

の
住
人
で
、尾
張
大
納
言
と
い
う
者

だ
。予
を
助
け
た〝
白
飴
〞に
よ
っ
て

万
病
を
癒
し
て
や
ろ
う
」と
の
お
告

げ
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
後
小
堂
を

建
て『
尾
張
大
明
神
』と
名
付
け
て

崇
拝
、例
祭
に
は
白
飴
を
銘
々
持
ち

寄
り
供
え
て
祈
願
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
町
内
長
の
木
村
茂
さ
ん
の
話
で

は
、「
小
さ
い
頃
は
い
つ
も
お
宮
に

白
飴
が
供
え
ら
れ
、子
ど
も
た
ち
は

山
に
登
る
と
そ
の
白
飴
を
食
べ
る

の
が
楽
し
み
だ
っ
た
」そ
う
で
す
。

今

「万病を癒す」とお告げのあっ
た白飴。中には黒糖が入って
いたそう。尾張宮に行く際に
持参してお供えしたいですね。

尾張宮

※画像はイメージ

頼れる
町の長! 豊

か
な
緑
、不
知
火
海
を
一
望
！

は
漁
師
さ
ん
も
多
か
っ

た
け
ど
今
は
農
家
町
。

以
前
は
す
べ
て
い
ぐ
さ
農
家
で

し
た
が
、
現
在
は
レ
タ
ス
や
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
の
露
地
栽

培
、
そ
し
て
ト
マ
ト
な
ど
を
作

る
二
毛
作
の
農
家
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。

　
他
の
地
域
同
様
人
口
減
少
が

進
ん
で
い
ま
す
が
、
町
内
の
繋

が
り
は
固
く
、
先
人
よ
り
受
け

継
い
で
き
た
町
の
行
事
で
あ
る

３
つ
の
神
社
の
例
大
祭
、
そ
し

て
夏
祭
り
な
ど
年
間

７
回
の
祭
事
を

町
内
の
皆
さ
ん

と
共
に
守
り
続

け
て
い
ま
す
。

町
民
み
ん
な
で

町
の
伝
統
を
守
り
継
ぐ

地
元
住
民
の〝
心
の
故
郷
〞

町
を
見
守
る
大
鼠
蔵
山

昔
代
不
知
火
線
（
県
道
３

３
８
号
線
）
を
日
奈
久

方
面
に
向
か
っ
て
進
み
、
金
剛

エ
リ
ア
に
入
る
と
西
側
に
小
高

い
山
・
大
鼠
蔵
山
が
見
え
て
き

ま
す
。
標
高
46
ｍ
ほ
ど
の
小
山

で
、
入
り
口
か
ら
階
段
を
上
る

と
、
そ
こ
は
や
さ
し
い
木
漏
れ

日
が
差
し
込
む
森
の
中
で
し
た
。

　
昔
か
ら
町
の
住
民
に
と
っ
て

心
の
故
郷
で
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
の
遊
び
場
で
も
あ
る
大
鼠
蔵

山
。
地
元
町
内
会
の
皆
さ
ん
で

清
掃
し
、
日
々
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
コ
ー
ス
と
し
て
も
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
大
鼠
蔵
山
こ
そ
歴

史
の
詰
ま
っ
た
玉
手
箱
。
こ
れ

ほ
ど
身
近
に
、
こ
ん
な
に
美
し

い
木
々
に
抱
か
れ
る
森
が
あ
っ

た
と
は
驚
き
で
し
た
。

八

鼠蔵町の町内長を4期務
め現在7年目。清掃活動、
不燃ごみ出しの管理など
町に尽くす日々。ウォーキ
ングコースは大鼠蔵山。

木村 茂さん（77歳）
昔は盆踊りの歌は
なんと生歌! 歌の
名手が歌う「口説
き」だったそう♫

（ア・ソレ）（ハア～～）
（ア・ヨイショ）（ハア～～）
（エンヤトット）

球磨の流れに　八代海の
仲を取り持つ　二つの山よ
水と潮とが　あやなす磯に
海苔の香りが　人を引く
ここは名だたる　野鳥の宝庫
錦織なす　我らの鼠蔵町

（ハア～～）（ア・ヨイショ）
（ハア～～）（エンヤトット）

海は静かに　不知火灯る
大潮小潮に　船くりだせば
踊る魚が　集まる前平よ
アサリ・コノシロ・タコにガネ
旬を味わう　舟出浮き
天の恵みが　我らの鼠蔵町

作　詞：三枝木屑
作編曲：小路峯之

❶前平エリアより150段の階段を一気に登ると加藤神社があります。 ❷鳥の鳴き声が響き渡る、心地よ
い山道。 ❸楠木山古墳へ行くには横階段を上ります。 ❹不知火海と干拓平野が一望！ ❺独特のフォルム
をした狛犬。 ❻日の当たらない地面のいたるところに苔がびっしり。 ❼尾張宮古墳へ続く山道。 ❽表紙で
紹介した絶景スポット。 ❾階段から眺める不知火海。 10階段を降りると巨大なアコウの木が！

大鼠蔵山と小鼠蔵山の間に沈む夕陽。
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